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２ PM2.5 高濃度時の対応 

○ 平成 25 年 2 月 27 日に、国は PM2.5 が高濃度になった時に住民に注意喚起を行う

ための暫定的な指針値（日平均値 70μg/m3）を取りまとめた。 
○ これを受け、本県においては、平成 25 年 3 月 9 日から微小粒子状物質（PM2.5）

に関する注意喚起情報の発令体制を整備した。 
 

【発令基準】 
○ 県内を 3 区域（尾張区域、西三河区域、東三河区域）に分け、注意喚起のための暫

定的な指針値（日平均値 70μg/m3）を超過すると予測される場合、区域ごとに注

意喚起情報を発令する。 
 
【県民への周知方法】 
○ 県の Web ページや市町村の広報等で県民に注意を呼びかける。 
○ 平成 27 年 3 月 17 日から、県民への PM2.5 注意喚起情報メール配信サービスを開始。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発令実績】 

○ 平成 26 年 3 月 18 日に尾張区域及び西三河区域に発令した。 
 ＜日平均値が 70μg/m3を超過した測定局＞ 

測定局 日平均値 区域 
半田市東洋町 79.2μg/m3 尾張 
常滑市保健センター 75.2μg/m3 尾張 
東海市横須賀小学校 71.4μg/m3 尾張 

＊西三河区域の日平均値が最も高い測定局は、安城農林高校の 68.5μg/m3 であった。 

注意喚起の内容 

○不要不急の外出や屋外での長時間

の激しい運動をできるだけ控える。

○窓を閉め、外気が屋内にできるだけ

侵入しないようにする。 

○呼吸器系や循環器系に疾患のある

人、小さな子供や高齢者は、体調に

応じてより慎重に行動する。など 


